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のです。私はそのときまだ14歳で，母親の親戚
の子供は男子で，私と同年齢でした。母親の親
戚は，私をその子供の「童養媳」（「トンヤン
シ」と読む，未成年のとき労働力として家に来
てもらって，成年後その家の男子と結婚させる
未成年女性のこと，よく人身売買と関連がある
─記録者）にしたいようでした。私は，まる
で一つの地獄からもう一つの地獄に落ちた気分
でした。その親戚は，私にはその気がないこと
を知って，私をその家から追い出したのです。
母親にとっては，好意でやったことですけど，
最後はこんな形になりました。
　そのときは，もう秋でした。当時はすでに，
人民公社の時代でした。農業を営む人の食糧は，
全部人民公社からもらわなければなりませんで
した。秋になると，人民公社は，公社の在籍者
の一年間の食糧を各家に配分したのです。私の
戸籍は，その親戚の家に入れていましたから，
当然私の一年間の食糧もその家に配られました。
しかし，私が出ていくとき，その親戚は，わず
か１キロの食糧もくれませんでした。10月，こ
の親戚は，私の戸籍を父親の実家に移しました。
しかし，父親の実家の人民公社は，すでに食糧
の配分が終わり，私に配分されるべき食糧はな
かったです。11月になると，もう食べ物が，全
部なくなったのです。世の中は余りに冷たい，
生きていくのは辛すぎると思って，私は，川に
投身自殺しようと飛び込みましたが，実にその
とき，母親は何かを感じて，私の後ろについて
来ました。母親も，川に飛び込んで，私と一緒
に死ぬことにしました。本当に悲しかったです。
ちょうどそこに，人民公社の幹部がおられたの
です。この幹部は，川に飛び込み，私と母親を
救い出してくださったのです。11月は，とても
寒かったです。そのとき他に服がなく，私は，
まだ継母がつくってくれた服を着ていたのです。
袖は，肘の下程度，ズボンも膝の下ぐらいしか
ない綿入れの服でした。救い出されましたが，
綿入れの服はびしょ濡れになって，着替えでき
る服もなく寒くて死にそうになりました。そこ
で，一人のおばさんは，私をあまりにも不憫を
思って，私を自分の家に連れていってくれまし
た。おばさんは，自分の服を私に渡してくださ
り，ここでやっと着替えができました。
　実は，おばさんのご主人は，体が不自由で，
おばさんの家は貧しかったのです。しかし，私
を受け入れてくれました。そのおばさんの家に，
一週間いました。私は，お金にちょっと余裕が
できたのは，1980年代でした。その頃，母親に
10元の仕送りをする場合，必ずこのおばさんに
も10元仕送りしていました。仕立屋になってか
ら，よく服を作って，このおばさんに差し上げ
ました。このおばさんのご恩は一生忘れません。
　そのとき，父親の前の同僚が，この話（入水
自殺未遂）を聞きました。彼は，かなり離れて
いる村に住んでいて，この話を聞いて10キロの
お米を背負って，一日かけて歩いて，母親の住
む村に来て，そのお米をくれました。こういう
状態になっていることが分かっていても，母親
の再婚相手の父親は，なお私をその家に入れな
いと言っていました。私には住むところがなく，
最後には，人民公社の牛小屋で寝泊まりしまし
た。もちろん，布団などありません。牛の食べ
る草の中で寝泊まりしました。一ヶ月後，父親
の同僚がくれた10キロのお米もなくなりました。
村の人から，食べ物をもらって，その後もまだ
一カ月ぐらいは生活できました。
　そのとき，養子縁組の話が来ました。私は，
まずその家に私と同年齢の男性がいるかどうか
確認しました。餓死しても，「童養媳」になり
たくないと思っていました。幸い，その家はほ
んとに養子縁組したかったようです。私は名字
を変え，その家の娘になりました。その家のお
父さんは気性が荒く，とても怖かったですが，
食事や衣服は，きちんと整えてくれました。
　養子になってまもなく，人民公社は，女性に
洋裁を教える夜間講座を開きました。学費も要
らなかったのです。私は，その夜間講座で洋裁
を学んだのです。読み書きできないですから，
勉強のときは大変でした。数字も書けませんし，
あらゆることを全部暗記して勉強しました。わ
ずか二週間ぐらいで，私は服を作れるようにな
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りました。他のだれよりも上手でした。これも，
神様のご加護であると思います。
　その家の養子になって七年後，縁談の話が来
ました。縁談の相手は，今の主人でした。私は，
もうそこを離れたくて仕方がなかったのです。
紹介者である父親の兄弟の話を聞いてみますと，
相手はきちんとした仕事をしていますし，その
うえ年齢も同じでした。私は，すぐに結婚する
ことを決めました。一日でも，早くそこを離れ
たかったのです。
　幸い，主人はとても優しい人です。主人と会
って身の上の話をしましたら，二人の経歴は非
常に似ていることが分かったのです。主人は，
「私たちは，同じ藤にできた二つの苦瓜です。
似たもの同士です。結婚しましょう。一緒に幸
せになりましょう」と言って，すぐ結婚するこ
とを決めたのです。
　今，孫もできまして，幸せの生活を送ってい
ます。これは全部神様のお蔭です。
むすびに
　筆者は2009年から，1980年代前後の中国人の
宗教入信のきっかけに対して幾つかの調査を行
った。X女史のような経歴を持っている人は心
の支えが必要であるが，文化大革命前後，宗教
の入信が不可能であった。1970年代後半になっ
て，国の宗教に対する制限緩和によって，宗教
は再び民衆のなかで広がっていたが，そのとき，
入信者はそれほど多くはなかった。その原因の
一つとして，当時の民衆は豊かな生活のために
一緒懸命に働き，物的なものを求め，まだ精神
的な支えを求める余裕がなかったことにあると
思われる。X女史の例もそうであった。その入
信は家庭の経済事情が良くなったあとのことで
あった。インタビューのなかで，入信直前のそ
の家庭に何らかの突発的な問題が発生すること
が確認できなかった。X女史の入信は，その生
い立ちにより，長期的に精神的支えを探し求め
ている要素と，経済的に豊かになって宗教生活
を営む余裕ができた要素と，政府の宗教制限政
策の緩和などの要素が複雑に絡み合い，最終的
にそのキリスト教の入信が実現したのではない
かとおもう。この考えを証明するにはまだ数多
くのデータが必要である。
　今後の課題としては，まず1980年代仏教や道
教に入信した宗教関係者のインタビューを行い，
データを蓄積し，1980年代前後の中国の社会と
宗教発展の関連の特質を探りたいとおもう。
〔付　記〕
　本調査報告は阪南大学産業経済研究所助成研究「中
国社会における文化的基盤と宗教の構造」の研究成
果の一部である。
注
１）この訳文は共同訳聖書実行委員会『新共同訳　
聖書』「マタイによる福音書」を参照、日本聖書
協会発行。
 （2010年７月９日掲載決定）
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